
平成 22年度 堺市と関西大学との地域連携事業 

関西大学堺キャンパス すこやか教養講座（第 1期） 
現代社会において、すこやか（健やか）で豊かに生きていくためには、教養が不可欠です。そこで、関西

大学人間健康学部は堺市と連携して、市民の皆さんに「すこやか」な日々を送って頂くために、第１期の教

養講座を開催します。各分野のトップランナーの講師陣が、現代の教養を分かりやすくお話します。 

第 1回 1月 16 日（日）14：00～15：30 

信頼社会とユーモア 

関西大学人間健康学部長 竹内 洋 

日本は世界でもまれにみる信頼社会といわれてきました。しかし、

近年は、一転して信頼社会とは真逆の不信社会になっています。

信頼は、社会関係資本の要であり、信頼社会を再構築するにはど

うしたらいいのかを考えます。 

第 2回 1月 30 日（日）14：00～15：30 

笑いと健康 

関西大学人間健康学部教授 森下 伸也 

近年、笑いやユーモアを病気の治療、健康増進に生かそうとする

ユーモア療法に注目が集まっています。このユニークな医学がど

う始まり、どう発展してきたのか、また笑いはどう健康にいいの

か、愉快な映像をまじえてお話しいたします。 

第 3回 2月 19 日（土）14：00～15：30 

西條八十と昭和の歌 

帝京大学文学部教授 筒井 清忠 

戦後だけでも『青い山脈』『越後獅子の唄』『この世の花』『王

将』『花咲く乙女たち』など次々に庶民の胸に残るヒット曲を作

った作詞家西條八十はどのような人だったのでしょうか。西條八

十の歌を通して昭和という時代を振り返ります。 

第 4回 2月 27 日（日）14：00～15：30 

ほめることと支えること 

関西大学人間健康学部副学部長 狭間 香代子 

わが国では地域社会での支え合いが今や不可欠です。誰にとって

も支え、支えられることが身近なことになっています。ソーシャ

ルワークがいう「ストレングス視点」を紹介しながら、いかに「支

える」かについて「ほめる」という働きかけから考えます。 

第 5回 3月 13 日（日）14：00～15：30 

時を楽しむスポーツの世界 

法政大学スポーツ健康学部教授 山本 浩 

ビッグイベントの時代、金メダルをとるための戦いは厳しさを増

し、楽しむスポーツとの違いが大きくなるばかりです。時間との

戦いを繰り広げるメダルスポーツを向こうに見ながら、スポーツ

の有り様を考えてみます。 

第 6回 3月 27 日（日）14：00～15：30 

スポーツが語る教育の世界 

関西大学人間健康学部教授 杉本 厚夫 

一般にスポーツは人間形成に役立つと言われていますが、ほんと

うでしょうか？これまでの日本におけるスポーツと教育の関係に

ついて話し、子どもの人間形成に必要な教養としてのスポーツの

在り方を一緒に考えます。 

場 所：関西大学堺キャンパス 

    南海電鉄高野線「浅香山」駅下車 徒歩 1分 

対 象：堺市民、関西大学学生、教職員、その他 

参加費：無 料 

※ 申込方法は裏面をご参照ください。 

 

問合せ：関西大学堺キャンパスグループ 

    〒590-8515 大阪府堺市堺区香ヶ丘町 1-11-1 

    072-229-5022（代表） 

    http://www.kansai-u.ac.jp/Fc_hw/ 



講師プロフィール 

第 1回 竹内 洋（たけうち よう） 

1942年生まれ。京都大学教育学部卒、京都大学大学院教育学研究科研

究科長・学部長などを経て現職。専攻は歴史社会学、教育社会学。96

年に「日本のメリトクラシー」(東京大学出版会)で第 39回日経経済

図書文化賞を受賞。「教養主義の没落」（中公新書）など 著書多数。 

第 2回 森下 伸也（もりした しんや） 

長崎大学助教授、金城学院大学教授などをへて現職。専攻は社会

学・ユーモア学。日本笑い学会会長、ユーモア・サイエンス学会

会長、関西大学ユーモア科学研究センター長、日本ホスピタル・

クラウン協会理事。著書に『ユーモアの社会学』など。 

第 3回 筒井 清忠（つつい きよただ） 

京都大学文学部卒、奈良女子大・京都大等を経て現職。著書に『西

條八十』（中公文庫、読売文学賞等受賞）、『西條八十と昭和の

時代』（編著、ウエッジ）、『近代日本文化論』（全 11巻、岩波

書店 、青木保・川本三郎・御厨貴・山折哲雄と共編）等 

第 4回 狭間 香代子（はざま かよこ） 

大阪市立大学大学院後期博士課程単位取得退学。博士（学術）。

専門はソーシャルワーク論。主著に『社会福祉の援助観 ストレ

ングス視点・社会構成主義・エンパワメント』筒井書房(2001)、

『少子高齢社会と生活支援』（編著）みらい(2010)他。 

第 5回 山本 浩（やまもと ひろし） 

1953年、島根県生まれ。NHKに入局後、スポーツアナウンサーとして

サッカー、アルペンスキーなどを実況。その後、解説委員。2009年退

職し、現在、法政大学スポーツ健康学部教授。日本相撲協会ガバナン

ス委員、日本陸連国際委員、日本サッカー協会殿堂委員。 

第 6回 杉本 厚夫（すぎもと あつお） 

広島大学、京都教育大学から現職。専門はスポーツ社会学、スポ

ーツ教育学、子ども文化論。実際に、子どもたちとキャンプをし

たり、遊んだりして、実践的な研究を行っている。近刊『「かく

れんぼ」ができない子どもたち』ミネルヴァ書房。 

（申込方法） 

ＦＡＸまたはハガキにて、①郵便番号・住所②お名前・ふりがな③年齢④電話番号⑤希望される講座の開催

日をご記入の上、締切日必着でお送りください。複数の講座を一括でお申し込みいただいても結構です。 

聴講券を送付いたしますので、当日ご持参ください。 

 

（宛先）関西大学堺キャンパス「すこやか教養講座」係 

（FAX ）072-229-5082 

（住所）〒590-8515 大阪府堺市堺区香ヶ丘町 1-11-1  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

FAX 送信用紙 関西大学堺キャンパス すこやか教養講座（第 1期） 

住所 〒   －     

 

ふりがな 

氏名 

電話番号 

 

参加 開催日 テーマ・講師 申込締切 

 1 月 16日（日） 信頼社会とユーモア（竹内 洋） 1 月 7 日（金） 

 1 月 30日（日） 笑いと健康（森下 伸也） 1 月 21日（金） 

 2 月 19日（土） 西條八十と昭和の歌（筒井 清忠） 1 月 28日（金） 

 2 月 27日（日） ほめることと支えること（狭間 香代子） 2 月 18日（金） 

 3 月 13日（日） 時を楽しむスポーツの世界（山本 浩） 3 月 4 日（金） 

 3 月 27日（日） スポーツが語る教育の世界（杉本 厚夫） 3 月 18日（金） 

参加を希望される日の「参加」欄に○をご記入ください。 


